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子どもたちの声を政治に届けたい
          　　　　　　いじめ問題  国会で初質問

　いじめによる自殺者はこの７年間で「０件」̶ ̶。
文部科学省のこの調査結果、皆様は信じられ
ますか？
　１０月１９日、私は衆議院の青少年問題特別
委員会で質問に立ち、北海道の小学生、福岡
の中学生、それぞれいじめが原因で自殺した
痛ましい事件をとりあげました。
　北海道では教育委員会が自殺の原因がいじ
めによるものであることを隠していましたし、
福岡では一度は「担任教諭の（いじめ）発言
が自殺の一番大きな引き金」と語っていた校
長が後に説明を翻すなど、「いじめ」を直視し
ない教育関係者の対応について、私はまず厳
しく文科省を批判しました。

いじめを直視しない関係者に怒り

　文科省の調査では、確かに一時期に比べる
といじめの件数は減っています。しかし、そも
そも、この調査は正確なのでしょうか。
　事件が起きた福岡の中学では、実際にはい
じめが７件あったのに学校は教育委員会に０
件で報告をしていました。こういう隠蔽（ぺ
い）を許してしまうのは、実は文科省の調査の
やり方に問題があるのです。まず、調査用紙
を県の教育委員会におろし、県教委は市町村
教委におろす。市町村教委は各学校におろす。
いじめの有無について用紙に記載をするのは、
校長をはじめとする教師ですが、いじめの有

無を子ども一人一人から聞き取るなど実態を
反映しているかどうか、分からないのです。
　私は、再発防止へ向け、まず実態を正確に
把握することが重要だと思います。そのため
文科省による緊急調査を実施するよう質問で
提案しました。そして調査方法については、子
ども一人一人の声が反映されるように改革す
るべきだと文科省に迫りました。池坊文科省
副大臣は調査方法については早急に改善を検
討する、と約束してくれましたので、一日も早く
正確な調査が行われるよう注視していきます。

いじめ予防プログラムを授業に

　欧米ではいじめに関するビデオや劇、小説
を教材に使ったり、クラスで討論したり、ロー
ルプレイによって被害者の気持ちを理解する
方法など、さまざまないじめ予防カリキュラム
が開発されています。質問では、こうした進ん
だ授業を取り入れるべきだと文科省をただし
たところ、副大臣も「授業の中に取り入れる
工夫をしていきたい」と約束しました。
　いじめの本質は、いじめに加わる加害者の
意識が薄いことです。どうか皆様も家庭でお
子様といじめについて真剣に話し合ってほし
いのです。子どもの周りでいじめが起こって
いないか。子どもが加害者になっていないか。
学校、家庭、社会をあげて、いじめをなくす取
り組みを進める必要があると痛感しています。


